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HOT TOPIC
ペットフード中の大豆

大豆はペットに栄養面での利点をもたらしま
すが、ペットオーナーはしばしば大豆の品質
や健康への影響を疑問視しています。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 何故ペットフードに大豆が使用されるの
ですか？

ペットがタンパク質合成に必要とするすべての必須アミノ酸を、
単一のタンパク質源から適切な比率で摂取することはできませ
ん。大豆由来のタンパク質は、犬や猫にバランスのとれた総合
栄養食を提供するための優れた必須アミノ酸源です。

大豆由来のタンパク質原材料には大豆ミール（脱脂大豆）、大豆
粉、大豆タンパクなどがありますが、これらは消化にも優れてい
ます。研究結果は一貫していませんが、大豆由来のタンパク質の
消化性は肉を主体とするタンパク質源と同等かそれ以上です1-4。
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大豆を含まない食事または大豆を主体とする食事を12週間与えた後の平均甲状腺ホルモン濃度

■ 大豆を含まない食事 ■ 大豆を主体とする食事 ■ 基準値
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大豆を主体とする食事を与えた猫の 
平均甲状腺ホルモン濃度は基準値の範囲内を維持大豆はペットの健康をどのように助けますか？

イソフラボンはペットに安全ですか？

大豆は犬に鼓腸症を起こしますか？

大豆には、ペットの健康に有益であることが証明された天然の抗酸化
成分であるイソフラボンが含まれています。イソフラボンが豊富な食事
は体重管理や代謝に以下のような効果があることが研究によって示され
ています。

 ■ 維持エネルギーの25%超を大豆から摂取した犬では、大豆を含まな
い同等量の食事を与えた犬と比べて体脂肪の蓄積が抑制され、体
重増加率が50%低下しました5-7。

 ■ 去勢した雄犬のエネルギー代謝が有意に増加しました7。

 ■ 酸化ストレスの低減に役立ち、過体重の犬における関節炎や糖尿病
のリスクを低下させる可能性があります7。

 ■ 猫で健康な体重の維持に役立ちます8。

 ■ 過体重の犬でインスリンクリアランスを改善します（犬や人では、イ
ンスリンクリアランスの減少および血中インスリン濃度の上昇は慢性
疾患に関連）9,10。

加水分解大豆由来のタンパク質は犬や猫の食物アレルギーの管理にも
有用です。サイズが小さく構造が変化しているため、有害な免疫反応を
惹起する可能性が低いです11,12。

健康に対するイソフラボンの様々な効果は、イソフラボンが持つエスト
ロゲン様構造に由来しています。しかし、イソフラボンの効果は活性型
イソフラボンの代謝や生体利用効率に基づくため、動物種や個体によっ
てもばらつきがあります13-17。犬や猫は必ずしも人や他の動物種と同じ
ようにイソフラボンを処理するとは限りません。ペットの犬や猫を対象と
する研究では、以下のことが示されています。

 ■ 大豆を含む市販のペットフード中のイソフラボン濃度の高さを測定
し、ペットに「生物学的作用」を及ぼす量が含まれていると推測した
２件の研究があります。これらの研究ではこのような生物学的作用
は検出されなかったか、または検証されませんでした18,19。

 ■ 犬や猫の大豆の1日摂取量を増やした1年間にわたる研究では、著し
く過剰な量を与えた場合（約100〜500 mg/kg/day）を除いて、有害
な臨床作用は認められませんでした8,20-22。

 ■ 市販の食事に含まれる最大量と比べてイソフラボン量が33%多い、
大豆を主体とする食事を猫に3ヵ月間与えた結果、血清中甲状腺ホ
ルモン濃度は基準値範囲内を推移し、甲状腺ホルモン濃度の上昇
による異常な臨床徴候は報告されませんでした19,23。

大豆は低い割合で食物繊維を含んでおり、これらの食物繊維は大腸で
細菌により発酵されます。一部の動物ではこのプロセスによって腹部膨
満が起こる場合があります。このような副作用は、大豆発酵が犬にお
いて胃拡張・胃捻転症候群（GDV）や鼓腸症の原因となり得るという誤
解を招きます。しかし、食物繊維の発酵は胃を通過して離れた位置に
ある大腸で行われます。

腹部膨満を認める犬の胃に滞留している空気は、発酵した大豆や他の
食物に由来しないことがいくつかの研究で確認されています24-26。

腹部膨満

大豆の発酵は 
下部消化管で起こる
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